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ンバイオクラスターや戦略的基盤技術高度化支援事業（通称：サポイン事業）など、北海道大

学大学院水産科学研究院を中心とした産学官連携への取り組みを紹介しました。同研修会には

約５０社の参加があり、函館地域の魅力に興味を持って頂きました。

第４４回北洋研究シンポジウム　開催　　　　　　　　　　　　　　　　H26.2.20

平成２５年度　水産・海洋コーディネーター・海のサポーター認定式
（新水産・海洋都市はこだてを支える人材養成事業）　開催　　　　　　H26.2.26

図書館視聴覚ホールにて開催されました。

　本シンポジウムでは、公立はこだて未来大学　教授　

和田雅昭 氏をはじめ、研究機関や民間企業からの講演が

あり、その後、総合討論では、北海道大学北方生物圏フィー

ルド科学センター教授　宮下和士 氏が座長となり、漁業

現場における自主管理のための水産情報通信技術につい

て、その研究の最前線や実際の導入事例を紹介し、今後

の水産業における情報通信技術の活用の在り方について

議論がなされました。総合討論の様子

水産・海洋コーディネーター

海のサポーター認定式

　北海道大学大学院水産科学研究院が実施する「新水産・

海洋都市はこだてを支える人材養成」事業の、平成２５

年度「海と人をつなぐカリキュラム」認定発表会が開催

されました。「水産・海洋コーディネーター」を受講し

た９人がプレゼンテーション（質疑応答を含む）に臨み、

全員が認定基準を満たし、水産・海洋コーディネーター

に認定されました。

　また、「海のサポーター」の受講者についても、受講

した２３人が認定条件となる単位を取得したことから、

海のサポーターに認定されました。

　なお、３月１２日には、「新水産・海洋都市はこだてを支える人材養成」平成２５年度認定

式が行われ、修了生らに認定証が授与され、また、当機構から記念品が贈呈されました。

　ジャパン MARE センター（NPO 法人海の自然史研究所）

主催により、MARE リーダー養成ワークショップが、函館

市産学官交流プラザにて行われました。

　海を学ぶための体系的な教育プログラム“MARE”は、子

供たちに海や海の生き物、環境問題などをテーマにして科

学的な知識や手法、考え方を教えるためプログラムです。

「りんごと海」「魚！サカナ！さかな！」「赤い魚を探せ！」

の３つのプログラムについて、進行する上での手法や問題

点などを話し合いながら学びました。

　２０名の受講者が本ワークショップを無事修了し、晴れ

ＭＡＲＥリーダーワークショップ　開催　　　　　　　　　　　　　　　H26.3.1-2

ワークショップの様子

て MARE リーダーに認定され、今後は MARE リーダーが中心となり、子ども達に向けたプログラ

ムを実施できる資格を得ることができました。

　水産海洋学会等の主催、当機構後援により、第４４回北洋研究シンポジウムが「水産・海洋

ICT 研究の最前線～漁業現場における自主管理のための情報通信技術～」と題し、函館市中央
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函館市国際水産 ・ 海洋総合研究センター函館市国際水産 ・海洋総合研究センター
　　　　　　　　　　　　　　　整備の進捗状況　　　　　　　　　　　　　　　整備の進捗状況
函館市国際水産 ・ 海洋総合研究センター
　　　　　　　　　　　　　　　整備の進捗状況

　函館国際水産・海洋都市構想を推進し、水産・海洋研究の中核となる研究センターが、

いよいよ平成２６年６月にオープンします。本館棟には研究室、共用実験施設、実験水槽

室等があり、大型実験水槽で行われる実験の様子はエントランスホールから市民や観光客

も見学することができます。また、大会議室は約２５０名（椅子のみで使用する場合）の

収容力があり、中小規模の学会や会合などに利用が可能です。その他に取水棟・海水供給

施設もあり、実験水槽等で海水が利用できます。隣接する岸壁には、調査研究船などが係

留でき、まさに水産・海洋研究が集約される場となります。

　当機構は、研究センターの指定管理者となり施設運営管理を行うとともに、研究センター

を中核拠点として、研究者や企業などとの更なる連携を図り、産学官連携コーディネート

業務にも尽力して参ります。

函館マリンバイオフォーラム＆フェスタ　ファイナル　　開催　　　　　　H26.3.4

　公益財団法人函館地域産業振興財団、北海道、函館市主

催により、函館マリンバイオフォーラム＆フェスタ　ファ

イナルがロワジールホテル函館にて行われました。「函館マ

リンバイオクラスター～ UMI（Universal Marine 

Industory）のグリーンイノベーション」をテーマに、５年

間の成果について事業説明が行われ、その後、北海道大学

大学院水産科学研究院教授　安井肇 氏、同大学院教授　宮

下和夫 氏、同大学院教授　齊藤誠一 氏、北海道立工業技

術センター主任研究員　吉岡武也 氏による講演も行われま

した。

　また、会場では試作品・パネル展示による事業説明の他、さっぽろ‘Smart-H’ ・とかち ABC

プロジェクトのパネル展示も併設されました。本事業は本年度で終了となる為、今後の展開や

課題についても講演されました。

　

ガゴメ商品の展示

事務所移転のお知らせ

函館市国際水産・海洋総合研究センター　いよいよ６月供用開始‼

研究センター供用開始前の準備のため、平成２６年４月１日より
当機構事務所が下記へ移転します。

＜平成２６年４月１日より＞
新住所：〒040-0051 函館市弁天町２０番５号
　　　　函館市国際水産・海洋総合研究センター内
新 TEL  ： 
新 FAX：

0138-21-4700（機構代表）
0138-21-4601
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日時：平成２６年３月２７日（木）～３月３１日（月）
会場：北海道大学函館キャンパス
　　　（〒041-8611 北海道函館市港町３丁目１－１）

※会期中の３日間は公共交通機関の補助的に
　無料シャトルバスの運行を致します。
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041-8611 3 1 1

TEL : 0138-43-0220　FAX : 0138-42-6223
URL: http://www.marine-hakodate.jp/　　E-mail: office@marine-hakodate.jp


